
確かな学力向上推進プラン 
平成 3１年２月２６日現在 

江戸川区立鹿骨東小学校 

 

学力向上に向けた目標値  
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学力向上に向けた取組 

論点 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 成果指標及び数値目標 

論点１ 

基礎的・基

本的事項の

定着 

・補習タイム（週 4 回） 

・繰り返し学習の実施 

・学習コーナーの掲示 

・小テストの定期的実施 

・補習タイム（週 4 回） 

・繰り返し学習の実施 

・学習コーナーの掲示 

・小テストの定期的実施 

・補習タイム（週 4 回） 

・繰り返し学習の実施 

・学習コーナーの掲示 

・小テストの定期的実施 

・算数少人数授業の実施 

・補習タイム（週 4 回） 

・繰り返し学習の実施 

・学習コーナーの掲示 

・小テストの定期的実施 

・算数少人数授業の実施 

・補習タイム（週 4 回） 

・繰り返し学習の実施 

・学習コーナーの掲示 

・小テストの定期的実施 

・算数少人数授業の実施 

・補習タイム（週 4 回） 

・繰り返し学習の実施 

・学習コーナーの掲示 

・小テストの定期的実施 

・算数少人数授業の実施 

 

論点２ 

学習規律の

徹底 

・挨拶、返事、姿勢の指導 

・学習用具の整理、整頓 

・授業のめあて、まとめを

書くノート指導の徹底 

・話し方や聞き方の指導 

・発言ルールの指導 

・挨拶、返事、姿勢の指導 

・学習用具の整理、整頓 

・授業のめあて、まとめを

書くノート指導の徹底 

・話し方や聞き方の指導 

・発言ルールの指導 

・挨拶、返事、姿勢の指導 

・学習用具の整理、整頓 

・授業のめあて、まとめを

書くノート指導の徹底 

・話し方や聞き方の指導 

・学習用具の扱い方の指導 

・挨拶、返事、姿勢の指導 

・学習用具の整理、整頓 

・授業のめあて、まとめを

書くノート指導の徹底 

・話し方や聞き方の指導 

・学習用具の扱い方の指導 

・挨拶、返事、姿勢の指導 

・学習用具の整理、整頓 

・授業のめあて、まとめを

書くノート指導の徹底 

・話し方や聞き方の指導 

・準備、片付けの指導 

・挨拶、返事、姿勢の指導 

・学習用具の整理、整頓 

・授業のめあて、まとめを

書くノート指導の徹底 

・話し方や聞き方の指導 

・準備、片付けの指導 

・学校の規則を守っていますか。 

（肯定的な回答 90％以上） 

 

論点３ 

生活習慣の

確立 

・「鹿骨東小子どもルール

ブック」の活用と徹底 

・「江戸川っ子・家庭ルー

ルづくり」の順守 

・「頑張りカード」の活用

と振り返り 

・「鹿骨東小子どもルール

ブック」の活用と徹底 

・「江戸川っ子・家庭ルー

ルづくり」の順守 

・「頑張りカード」の活用

と振り返り 

・「鹿骨東小子どもルール

ブック」の活用と徹底 

・「江戸川っ子・家庭ルー

ルづくり」の順守 

・「頑張りカード」の活用

と振り返り 

・「鹿骨東小子どもルール

ブック」の活用と徹底 

・「江戸川っ子・家庭ルー

ルづくり」の順守 

・「頑張りカード」の活用

と振り返り 

・「鹿骨東小子どもルール

ブック」の活用と徹底 

・「江戸川っ子・家庭ルー

ルづくり」の順守 

・「頑張りカード」の活用

と振り返り 

・「鹿骨東小子どもルール

ブック」の活用と徹底 

・「江戸川っ子・家庭ルー

ルづくり」の順守 

・「頑張りカード」の活用

と振り返り 

・どれくらいの時間、テレビゲー

ムをしますか。 

（2 時間以上の割合 35％以下） 

論点４ 

家庭学習の 

指導の充実 

・宿題提出率 9 割 

・家庭学習週間(年 4 回)  

・「鹿骨東小家庭学習の手 

引き」の活用 

・毎日の家庭学習 

・宿題提出率 9 割 

・家庭学習週間(年 4 回)  

・「鹿骨東小家庭学習の手 

引き」の活用 

・家庭学習環境の確保 

・宿題提出率 9 割 

・家庭学習週間(年 4 回)  

・「鹿骨東小家庭学習の手 

引き」の活用 

・読書活動 

・宿題提出率 9 割 

・家庭学習週間(年 4 回)  

・「鹿骨東小家庭学習の手 

引き」の活用 

・日記指導（週 1回） 

・宿題提出率 9 割 

・家庭学習週間(年 4 回)  

・「鹿骨東小家庭学習の手 

引き」の活用 

・自主学習ノートの活用 

・宿題提出率 9 割 

・家庭学習週間(年 4 回)  

・「鹿骨東小家庭学習の手 

引き」の活用 

・自主学習ノートの活用 

・学校の授業時間以外に平日１日

当たりどれくらいの勉強をしま

すか。 

（30分未満の割合 15％以下） 

論点５ 

言語に関す

る指導の充

実 

・朝読書（週 3 回） 

・読み語り（図書ボラ） 

・問題解決型の授業の実施 

・インタビュー 

・学級文庫の充実 

・朝読書（週 3 回） 

・読み語り（図書ボラ） 

・問題解決型の授業の実施 

・ペアトーク 

・学級文庫の充実 

・朝読書（週 3 回） 

・読み語り（図書ボラ） 

・問題解決型の授業の実施 

・スピーチ 

・辞書の活用 

・朝読書（週 3 回） 

・読み語り（図書ボラ） 

・問題解決型の授業の実施 

・サークルディスカッション 

・調べる学習 

・朝読書（週 3 回） 

・問題解決型の授業の実施 

・学び合う活動、書きまと

める活動などの重視 

・ポスターセッション 

・百人一首の指導 

・朝読書（週 3 回） 

・問題解決型の授業の実施 

・学び合う活動、書きまと

める活動などの重視 

・ディベート orワールドカフェ 

・百人一首の指導 

・話し合う活動を通じて、自分の

考えを深めたり、広げたりでき

ていましたか。 

（肯定的な回答 60％以上） 

論点６ 

教員の学習

指導力向上 

・教員同士による授業公開 

・校内研究授業の実施 

 （事前授業の実施、事前

研への参加） 

・使用教材のデータ保管 

・他校研究会への参加 

・教員同士による授業公開 

・校内研究授業の実施 

 （事前授業の実施・事前

研への参加） 

・使用教材のデータ保管 

・他校研究会への参加 

・教員同士による授業公開 

・校内研究授業の実施 

 （事前授業の実施・事前

研への参加） 

・使用教材のデータ保管 

・他校研究会への参加 

・教員同士による授業公開 

・校内研究授業の実施 

 （事前授業の実施・事前

研への参加） 

・使用教材のデータ保管 

・他校研究会への参加 

・教員同士による授業公開 

・校内研究授業の実施 

 （事前授業の実施・事前

研への参加） 

・使用教材のデータ保管 

・他校研究会への参加 

・教員同士による授業公開 

・校内研究授業の実施 

 （事前授業の実施・事前

研への参加） 

・使用教材のデータ保管 

・他校研究会への参加 

・各授業の内容が分かりますか。 

（肯定的な回答 ８０％以上） 



 

教科 
各教科の授業改善に向けた指導の重点 

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 

国語 

・平仮名・片仮名・漢字の反復練習や

小テストを週 1回程度行う。 

●主語と述語を意識して、伝えたいこ

とを明確に伝える。 

◆インタビュー活動をして、人に尋ね

たり応答したりする。 

▲文章の内容や感想を読み取り、人に

伝えたり演じたりしてする。 

・漢字テストを週 1回程度行う。 

●丁寧な言葉と普通の言葉との違いに

気を付けて敬体で話す。 

◆ペアトークなどで、紹介や説明など

を行って声に出して確かめたり感想を

述べたりする。 

■日記や手紙などで思ったことや伝え

たいことを書く。 

・漢字テストを週１回程度行う。 

●比較や分類の仕方、辞書の使い方を

理解して使う。 

◆スピーチ活動をして、言葉の抑揚や

強弱、魔の取り方を工夫して話す。 

▲学校図書館を利用し、事典や図鑑な

どから得た情報をまとめて説明する。 

・漢字テストを週 1回程度行う。 

●文章の全体の構成を意識しながら音読す

る。 

◆サークルデスカッションで、司会などの

役割を果たしながら話し合う。 

■自分の考えを支える理由や事例との関係

を明確にして書く。 

・漢字テストを週 1回程度行う。 

●日常的に読書に親しみ読書が自分の

考えを広げることに気付く。 

◆ポスターセッションで、資料を活用

して自分の考えが伝わるように話す。 

◆話し手の考えと比較しながら自分の

考えをまとめたり、考えを広げたりす

る。 

・漢字テストを週 1回程度行う。 

●時間の経過による言葉の変化や、

共通語と方言との違いを知る。 

◆ディベートで、それぞれの立場か

ら考えを伝え、話し合う。 

■事実と感想や意見を区別して、自

分の考えが伝わるように書き表す。 

社会 

  ・市区町村の名称と位置を理解する。 

・地域の生産や販売に携わる人々の仕

事の様子を調べ、生活との関連を考え

る。 

・都道府県の名称と位置を理解する。 

・都の水道、電気、ガスを共有する事業に

ついて調べ、資料から読み取る 

・日本の地形と気候の概要を理解す

る。 

・日本の農業、水産業における食糧生

産について調べ、自然条件を生かして

営まれている問題解決に必要な情報を

資料から読み取ることができるよう指

導する。 

・多様な資料から、必要な情報を抜

き出し、比較して考えさせる。 

算数 

・基本的な計算技能について、週４回

の補修や家庭学習を行う。 

・計算ドリル、東京ベーシックドリル

を活用し、反復練習することで定着を

図る。 

・問題解決型の授業を繰り返し、自分

の考えを書いて発表したり、友達の意

見を聞いたりする。 

 

・基本的な計算技能について、週４回

の補修や家庭学習を行う。 

・計算ドリル、東京ベーシックドリル

を活用し、反復練習することで定着を

図る。 

・量や測定、図形については、算数的

活動を取り入れて視覚的にわかりやす

くする。 

・日常生活で活用する定着を図る。 

・基本的な計算技能について、週４回

の補修や家庭学習を行う。 

・計算ドリル、東京ベーシックドリル

を活用し、反復練習することで定着を

図る。 

・小グループで自分の考えたことを伝

え合い、話し合いの基礎となる思考

力・表現力・判断力を伸ばす。 

・基本的な計算技能について、週４回の補

修や家庭学習を行う。 

・計算ドリル、東京ベーシックドリルを活

用し、反復練習することで定着を図る。 

・小グループで自分の考えたことを伝え合

い、話し合いの基礎となる思考力・表現

力・判断力を伸ばす。 

・基本的な計算技能について、週４回

の補修や家庭学習を行う。 

・計算ドリルを繰り返し行うことで、

基礎基本の定着を図る。 

・数直線を用いて、正確に立式ができ

るよう指導する。 

・自分の考えを式や図を用いて説明す

る経験を積み、多様な思考・表現・判

断ができるようにする。 

・基本的な計算技能について、週４

回の補修や家庭学習を行う。 

・東京ベーシックドリルの診断テス

トをもとに、自身の課題を理解さ

せ、前学年までの既習事項の定着を

図る。 

・解決方法の比較、検討をしていく

経験を積み上げ、思考力・判断力・

表現力を伸ばす。 

理科 

  ・予想、問題、結果、考察の流れで、

問題解決的な授業を展開し、知的好奇

心や探究心を育む。 

・見通しをもって観察や実験を行い、

比較しながら検討する力を身に付け

る。 

 

・予想、問題、結果、考察の流れで、問題

解決的な授業を展開し、自分の考えを文章

や図で表現できるようにする。 

・観察や実験の方法を考え、関係付けなが

ら検討する力を身に付ける。 

・ゲストティーチャーを招き、校外学習を

年 4回行い、自然事象についての関心を

高め、自然を大切にする態度を身に付け

る。 

・予想、問題、結果、考察の流れで、

問題解決的な授業を展開し、科学的な

ものの見方、考え方を育てる。 

・事象から問題をつくり、条件制御し

ながら実験する力を身に付ける。 

・実験結果をクラスで検討し、考察を

して結論を導き出す力を身に付ける。 

・予想、問題、結果、考察の流れ

で、問題解決的な授業を展開し、思

考力、判断力、表現力を高める。 

・得られた情報から、推論や考察を

し、生活に活かす力を身に付ける。 

・実験結果をクラスで検討し、考察

をして論理的に説明できる力を身に

付ける。 

生活 

・校庭や公園の観察、植物を育てるな

ど具体的な活動を通して自然に親しむ 

・言葉、絵、動作、劇化など多様な方

法により表現する力を付ける。 

・見付ける、比べる、例える、試す、

見通す、工夫するなど多様な学習活動

を行う 

・動植物に触れ合うこと、町探検など

を通して、近隣の施設や様子について

知る。 

・事前事後の指導で、学校図書館を利

用し、図鑑や資料を使って調べ学習を

行う。 

    

音楽 

・範唱を聴いて友達と声を合わせて歌

ったり、楽器を演奏したりする基礎的

な能力を育て、音楽表現の楽しさに気

付くようにする。 

・歌詞の表す情景や気持ちを想像して

歌ったり、楽曲の楽しさを感じ取って

楽器を演奏したりする基礎的な能力を

育て、音楽表現や鑑賞の楽しさに気付

くようにする。 

・１，２年生で培った音楽経験を生か

し、音楽活動への意欲を高めていける

よう、身体を動かした音楽表現に取り

組む。 

・リコーダーや歌唱で楽しく表現でき

るようにする。 

・音名読みをできるようにする。 

・身体を使った音楽表現力を身に付ける。 

・音楽の特色や良さを感じ取れる鑑賞活動

を行う。 

・歌唱、器楽で表現する楽しさを味わう。 

・それまでの音楽経験を生かし、積極的に

音楽に関われるようにする。 

・鑑賞や歌唱、器楽の活動を通して、

基礎的な表現の能力を高める。 

・様々な音楽に触れ、生活を明るく潤

いのあるものにする態度を育てる。 

・卒業式に向けて、気持ちを込める演

奏が自信をもってできるようにする。 

・歌唱や器楽、鑑賞の活動を通し

て、音楽表現の素晴らしさを味わわ

せる。 

・卒業式に向けて、小学校での音楽

表現活動の集大成となるようにし、

達成感を味わわせる。 

図画 

工作 

・手や体全体の感覚などを働かせて、

材料や用具を使い、楽しく自分が表し

たいことを基に、創造的につくったり

表したりする。 

・自分の感覚や行為を通して形や色な

どのイメージに気付いたり、イメージ

をもったりすることができるようにす

る。 

・身の回りの材料から発想したり、新し

い道具や技法を経験したりする機会を

増やすことを通して、造形表現の幅を

広げる。 

・生活の中の造形との関りや、3 年の既習

経験を生かして表す機会を増やすことを通

して、発想や技能を深める。 

・身近な作品との関わりをもとに、新し

い技法や用具、材料を経験する機会を増

やすことを通して、造形表現の幅を広げ

る。 

・国内外の作品との関わりや、他教

科との関連を通して、既習経験を活

かしながら意図をもって表すことが

できるようにする。 

家庭 
    ・衣食住や家族の生活について関心を

もち、基礎的な技術を身に付けるよう

にする。 

・衣食住や家族の生活について基礎

的な技術を用いて、自分の生活に生

かすことができるようにする。 

体育 

・基本的な運動感覚を身に付けるため

に、いろいろな動きに幅広く楽しく取

り組む。 

・よい動きを見付けたり工夫した遊び

方を伝えたりして、他者に伝える力を

養う。 

・きまりを守り、友達と仲良く運動す

る態度を育てる。 

・どうすればもっと上手くなるのかと

いう視点で振り返りを行い、工夫する

態度を身に付ける。 

・ペア、小グループなどで見合う時間

を取り、互いの技能を高める。 

・運動量を確保し、体力向上を図る。 

・授業の途中で、発表する場を設け、

動きのモデルを示す。 

・お手本を見たり、アドバイスをしあ

ったりして、正しい運動の動きを身に

付ける。 

 

・運動量を確保し、体力向上を図る。 

・授業の途中で、発表する場を設け、動き

のモデルを示す。 

・ペアやグループ学習を取り入れ、児童同

士で学び合うことができるようにする。 

・ワークシートを効果的に活用する。 

・自分の体力・技能の実態を知り、安

全に運動に取り組み、体力の向上を目

指す。 

・ゲーム的な活動を通して、仲間と運

動することの喜びや運動することの楽

しさに気付かせる。 

・多様な道具を使い、運動すること

の楽しさを理解させる。 

・ゲーム的な活動を通して、友だち

と協力して運動することのよさに気

付かせる。 


